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２．‌次期学習指導要領と小学校教員養成課程にお
ける課題
（１）外国語（英語）の位置づけ
　次期学習指導要領が平成29年３月に告示され、
「外国語活動」、「外国語科」の内容が公に示された。
　新教科である「外国語」は、教科としての外国
語教育のうち基礎的なものである。小学校では、
中学年から「聞くこと」「話すこと」を中心とした
外国語活動を導入し、外国語に慣れ親しませ、学
習への動機付けを高めた上で、高学年から段階的
に文字や定形文で「読むこと」「書くこと」を加え、
教科として外国語科を位置付け、指導の系統性を
確保するとされている。新学習指導要領でも外国
語活動は教科ではないが、高学年の外国語科に学
びを接続することが重要である。
　学習内容の充実だけでなく、中学年の外国語活
動では年間35時間（週１時間）、高学年の外国語で
は年間70時間（週２時間）と授業時間数もかなり
増加することになる。
１．はじめに
　小学校における外国語（英語）は、総合的な学
習の時間における国際理解の一環として行われて
いた英語活動、平成23年度より必修化された外国
語活動により、全国の小学校高学年で教えられて
きた。さらに、グローバル化に対応した英語教育
改革を受けて、平成32年度から全面実施される小
学校の次期学習指導要領では、小学校５、６年生
で外国語（英語）を正式教科にするほか、これま
での「外国語活動」の開始を３年生に早めること
が決定している。
　小学校英語教育の早期化、教科化への移行を目
前にして、小学校教員養成課程をもつ本学におい
ても、新学習指導要領に対応する適切なカリキュ
ラムと授業を考えることは緊急の課題である。
　本研究では、図書館内に設置されているラーニ
ングコモンズの設備、e-黒板（電子黒板ソフト）と
wivia（投影用ソフト）を用いて、電子黒板ソフト
を利用した小学校英語の可能性を実践的に検証す
る。
１　Chiaki ASAI 生活科学部　児童教育学科 受理日：2017年９月８日
２　Emi TANATSUGU 千里金蘭大学　付属図書館
〈実践報告〉
電子黒板ソフトを利用した小学校英語の可能性
――主体的な学びにつながる授業を目指して
Potential of Electronic Blackboards in Elementary School English Lessons: 
Facilitating Active Learning in Classrooms
浅井　千晶１，棚次　英美２
要旨
　小学校における外国語（英語）の教科化を目前に、小学校教諭を目指す学生が「外国語活動および外国語を指導で
きる力を身につけておくこと」の重要性が高まっている。本学のような小学校教員養成課程を持つ大学では、外国語
とその修得に関する知識や理論を学ぶだけでなく、教室で使える英語表現を身につけ、歌やチャンツなどのアクティ
ヴィティ、ICTの活用等、英語を主体的に学ぶ活動を通して、実践力や指導力を育成する必要がある。この研究では、
電子黒板ソフトを利用した小学校における英語の授業の可能性を実践的に検討し、主体的な学びにつながる授業の取
組みについて考察した。
キーワード：小学校英語，電子黒板，ラーニングコモンズ，アクティブ・ラーニング
 elementary school English lessons, electronic blackboards, 
 learning commons, active learning
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　新学習指導要領にある「外国語活動」の目標は、
「外国語によるコミュニケーションにおける見方・
考え方を働かせ、外国語による聞くこと、話すこ
との言語活動を通して、コミュニケーションを図
る素地となる資質・能力を育成すること」である。
　「外国語科」の目標には、「聞くこと、話すこと」
に「読むこと、書くこと」の言語活動が加わるが、
外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他
者に配慮しながら、外国語によるコミュニケーショ
ンを図る資質・能力を育成する点は共通である。
　英語を聞いて意味を理解し、自分で考え、考え
たことを簡単な英語で話すという体験は、能動的
な学習の態度形成につながっていく。学習した英
語という言葉を使って相手とコミュニケーション
を図ることは、きわめて能動的な経験だからである。
　小学校の外国語活動・外国語におけるアクティ
ブ・ラーニングでは、菅正隆（2017）が指摘する
ように、「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い
学び」の３つの視点により、コミュニケーション
能力の向上にその手法を生かしていくことが重要
となるだろう。
３．本学での取り組みと実践研究のねらい
（１）既存科目のシラバス変更
　本学の生活科学部児童教育学科の現行カリキュ
ラムでは、外国語（英語）を児童対象に教える知
識と技術を学ぶ専門科目として、「子ども英語」（２
単位）が２年生後期に設定されており、資格要件
としては選択科目である。
　「子ども英語」は、幼稚園教諭一種免許、小学校
教諭一種免許を取得するための資格科目としては、
「教科又は教職に関する科目」に位置づけられてい
る。また、保育士資格取得に関しては、教養科目
に位置づけられている。そのため、小学校教諭を
めざす学生だけでなく、保育士や幼稚園教諭の資
格取得をめざす学生も多く履修する科目である。
　平成29年３月31日付の文部科学省初等中等教育
局長からの通知文書「小学校教員養成課程におけ
る外国語教育への対応について」では、平成30年
度より次期学習指導要領による教科としての外国
語教育を指導することが求められる可能性がある
ことを踏まえ、現在小学校教員養成課程に在籍す
る学生に、外国語の指導法などを学ぶ機会を設け
ることが求められている。本学でも、今年度は小
学校教諭一種免許の取得を希望する４年生全員に
（２）外国語（英語）コア・カリキュラム
　小学校教員養成コアカリキュラムは、全ての小
学校教員養成課程への適用が前提とされており、
小学校教員免許の取得希望者全てが対象となるカ
リキュラムである。
　外国語（英語）コア・カリキュラムでは、「外国
語の指導法」（２単位程度）および「外国語に関す
る専門的事項」（１単位程度）が設けられ、それぞ
れ全体目標、学習すべき事項に関して一般目標と
到達目標が提示されている。
（３）主体的・対話的で深い学び
　近年「アクティブ・ラーニング」という言葉を
目にする機会が増え、中央教育審議会の答申を始
め、学習指導要領に関する文書の中にも数多く使
われている。文部科学省の用語集では「アクティ
ブ・ラーニング」を以下のように定義している。「教
員による一方的な講義形式の教育とは異なり、学
修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・
学習法の総称。学修者が能動的に学修することに
よって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、
経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、
問題解決学習、体験学習、調査学習などが含まれ
るが、教室内でのグループ・ディスカッション、ディ
ベート、グループ・ワーク等も有効なアクティブ・
ラーニングの方法である」。すなわち、学修者が主
体的、能動的な姿勢で学ぶ教授・学習法である。
　アクティブ・ラーニングは大学教育における具
体的な教育方法の改善として提唱されてきたもの
で、本学でも小野淳他により「図書館を活用した
学生のアクティブラーニング推進に向けて」（2015）
でこの課題が研究されている。小学校におけるア
クティブ・ラーニングは、次期学習指導要領に向
けた「初等中等教育における教育課程の基準等の
在り方について」（2014）の諮問の中で、「課題の
発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習（い
わゆる「アクティブ・ラーニング」）や、そのため
の指導の方法等を充実させていく必要」が述べら
れたことで、小学校の学習の中でアクティブ・ラー
ニングをどのように取り入れていくかが議論され
ることとなった。新学習指導要領では、「主体的・
対話的で深い学びの実現」という表現で、アクティ
ブ・ラーニングの視点が示されている。
　では、小学校の英語教育における、学習者の能
動的な学習への参加によるアクティブ・ラーニン
グとはどのようなものだろうか。
（ 192 ）
千里金蘭大学紀要　14　191−199（2017）
（表２）「子ども英語」（平成29年度）
授業の概要
　この授業では、子どもに英語を教えるための
基礎知識と技能を学習します。まず児童英語教
育の歴史を学び、小学校に英語教育が導入され
る背景と意義を理解します。次に、教材の選び
方や歌やゲームを使った英語活動など基礎知
識を学び、子どもたちに人気のある絵本 The 
Very Hungry Caterpillar を題材に、具体的な
アクティヴィティを考えます。さらに、導入が
進んでいるICT機器を活用した外国語活動の実
践として、デジタル教材と電子黒板を利用した
アクティヴィティのワークショップを行います。
授業の後半では、幼児を対象としたレッスンプ
ランと、小学校での外国語活動を想定した学習
指導案の作成方法を学び、実際にレッスンプラ
ンを作成します。この授業の最終課題として、
ミニ・レッスンを他の受講者の前で行います。
　実践的な英語力を身につけるために、教科書
としてHello, English: English for Teachers of  
Children を使用し、毎回範囲を決めて小テスト
を実施します。
到達目標１． 子どもに英語を教えるための教室英語を覚
え、使えるようになる。
２． 英語活動を豊かにするアクティヴィティと
指導方法を学び、短いレッスンや授業を計
画して実施できるようになる。
授業計画
第１回　 ガイダンス（授業方針、成績評価）、レッ
スンで使う英語表現
第２回　 児童英語教育の歴史と現況、小学校に
おける英語教育の意義
第３回　 さまざま教材と年齢に応じた教材の選
択方法
第４回　幼児向けレッスンの実際（ビデオ視聴）
第５回　歌やチャンツ、ゲームの効果的な用い方
第６回　絵本を用いたアクティヴィティ
第７回　 小学校外国語活動の実際（ビデオ視聴）
と外国語活動のねらい
第８回　ICT機器の効果的な利用
第９回　電子黒板ソフトとデジタル教材
第10回　 レッスン／授業実践に必要な教材作成
の方法
第11回　 レッスンプラン／学習指導案の作り方
と工夫のポイント
第12回　 フォニックスと読み書きの指導、レッ
スンプランの提出
第13回　季節のイベントの利用方法
第14回　各グループによる期末課題の発表
第15回　期末課題の発表と振り返り
「子ども英語」を履修させることにした１。
　以下に、平成28年度の「子ども英語」のシラバ
スと平成29年度の同シラバスを抜粋し、小学校に
おける外国語・外国語活動の指導を念頭にした箇
所について説明する。
（表１）「子ども英語」（平成28年度）
授業の概要
　この授業では、子どもに英語を教えるための
基礎知識と技能を学習します。授業の前半では、
児童英語教育の歴史と現況を概観した後、教材
の選び方や歌やゲームを使った教え方など基礎
知識を学び、子どもたちに人気のある絵本 The 
Very Hungry Caterpillar を題材に、具体的な
アクティヴィティを考えます。授業の後半では、
幼児を対象としたレッスンプランと、小学校で
の英語活動を想定したレッスンプランを組立て
ます。受講生の柔軟な発想を生かした発表を最
後に行います。
　子どもに英語を教えるための英語力を身
に つ け る た め に、 教 科 書Bright and Early: 
Classroom English for Teachers of Children を
使用し、毎回範囲を決めて小テストを実施しま
す。　
到達目標１． 子どもに英語を教えるための教室英語を覚
え、使えるようになる。
２． 子どもに英語を教えるための基礎知識を学
び、短いレッスンを計画して実施できるよ
うになる。
授業計画
第１回　ガイダンス（授業方針、成績評価など）
第２回　児童英語教育の歴史と現況
第３回　さまざまな教材とアクティヴィティ
第４回　 The Very Hungry Caterpillar を活用し
たレッスンを考える
第５回　レッスンプランの立て方
第６回　歌やチャンツを使った活動
第７回　ゲームの効果的な用い方
第８回　季節のイベントの利用方法
第９回　フォニックスについて
第10回　フォニックスの実践練習
第11回　幼児を対象とする英語活動
第12回　 小学校での英語活動（１）低学年を対
象とする活動
第13回　 小学校での英語活動（２）高学年を対
象とする活動
第14回　各グループによる期末課題の発表
第15回　 期末課題の振り返りと今後の学習につ
いて
　次に平成29年度のシラバスを抜粋する。下線部
は今年度追加した学習項目である。到達目標もあ
わせて変更した。
１ 「子ども英語」は小学校の外国語活動に対応する
科目であるが、現行カリキュラムでは、小学校
教員養成課程だけでなく幼稚園教諭養成課程に
おいても「教科又は教職に関する科目」と位置
づけられているので、幼児対象と小学生対象の
活動・教育をあわせて扱う必要がある。
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体験型学習をシラバスに盛り込み、学生たちの実
践力を育成する必要があると考えられる。
　そこで、授業の前段階として、図書館に新しく
できたラーニングコモンズと、設備として備えて
いる電子黒板用ソフトを使い、学生に小学校外国
語活動のレッスンプランや活用アイディアを考え
てもらう学生参加型実践を行った。
（２）図書館３階ラーニングコモンズについて
　2017年４月に、図書館３階に館内２番目のラー
ニングコモンズが開設された。2014年３月に図書
館内の１部改装を行い、館内最初のラーニングコ
モンズが開設されたが、室内の固定式座席にPCが
配備され、貸切利用には適していなかった。そこで、
プレゼンテーションやゼミ発表等、利用目的に応
じてフレキシブルに使え、貸切利用もしやすい２
番目のラーニングコモンズが館内に新しく開設さ
れた。新しいラーニングコモンズ内には、既存の
ラーニングコモンズと同様に電子黒板としても使
える壁面ホワイトボードが備えられている。違い
は全ての壁面が白く塗られており、ホワイトボー
ドの画面がクリアに見えること、床材がリノリウ
ムであるため、音声がクリアに聞こえることが特
長としてあげられる。
（３）実践の概要
　今回の実践の概要を以下に記す。学生の参加は
教員の呼びかけによる自由意志による。
日時　：①2017年８月９日（水）
　　　　②2017年８月28日（月）
場所　：図書館３階ラーニングコモンズ
参加者：① ２名［本学児童教育学科３回生（以下
学生A）、食物栄養学科３回生（以下学
生B）］
　　　　② ３名［本学児童教育学科４回生（以下
　下線で示したように、本年度は小学校英語にか
んする知識を得るだけでなく、実際にICT機器とデ
ジタル教材を授業中に操作し、外国語活動を実践
する機会を設けた。
（２）ICTを活用した外国語活動の実践
　ICTを活用した外国語活動は、児童の外国語活動
への関心・意欲を高めるために有効であり、文部
科学省による成功事例（文部科学省, 2014）も公開
されている。従って、これからの教育を担う教員
志望者にはICTを使った外国語活動を運用できる能
力が期待されていると言える。
　そこで、今年度の「子ども英語」では、90分の
授業を２回使う設定で、ICTの中で電子黒板を利用
した外国語活動の実践を行うことにした。最初の
回はまず、授業内で電子黒板ソフトの使用方法を
覚え、電子黒板用の素材を利用して、電子ペンで
書き込む簡単なアクティヴィティを行う。本学図
書館のラーニングコモンズにある設備で、実際に
電子黒板を使用することによって、電子黒板の特
徴や利点を学ぶことが目的である。また、次回に
ワークショップ形式で授業実践をすることができ
るように、ワークショップのための資料を配布し、
課題を設定して、準備をさせておく。
　第２回は、今年度新たに購入した英語教材「バ
ナナじゃなくてbananaチャンツ　デジタル版」を
利用して、電子黒板を活用する英語の授業実践を
行う。「バナナじゃなくてbananaチャンツ」は、カ
タカナ語と英語の音の違いを学ぶのに適した教材
であるので、以前から紙媒体のテキストと付属CD
を用いて「子ども英語」の授業で取り上げてきた。
第２回は、電子黒板を利用することにより、アク
ティヴィティの種類を増やすこと、学生に主体的、
能動的に授業作りに取り組んでもらうことがねら
いである。
４．電子黒板を利用した小学校英語の実践　
（１）目的
　前節で述べたように、平成32年度からの小学校
英語教科化をひかえ、小学校教諭を目指す学生が
「外国語活動を指導できる力を身につけておくこ
と」の重要性が高まってきている。そのため、養
成校では、小学校外国語活動に関する知識や理論
などの講義に加え、教室で使える英語表現、ICT
の活用、歌やチャンツなどのアクティヴィティ等、
（図１　図書館３階ラーニングコモンズ）
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生たちは “It’s pumpkin”、“tomato” 等とそれぞれ
に好きなものを答えていた。これについては “Yes” 
か “No” で答えられるような質問、“Do you like 
apples?” 等がいいのではないかという意見もあっ
た。
　学生が完成させたお弁当箱に対して、教員か
ら、“Nice. Good job ! ”、“Looks very delicious ! ” 等
の感想が述べられた。自分が作ったものについて
ほめてもらうことは、嬉しいことであることから、
“delicious ! ”、“gorgeous lunch ! ” 等、児童がわかる
ような簡単な表現でほめるコメントがあるといい
と思うとの意見も出された。
　また教員から、お弁当箱を完成させた後の問い
かけとして“Where do you go with the lunch box?”
という例文が示された。学生たちはこの問いかけ
に対し、“I go to school.”などと楽しそうに答えて
おり、このような問いかけがあると児童の想像力
を喚起し、楽しさが増すのではないかと考えられた。
　その他、学生の感想として、「小学生は大学生と
は違ってバランスよく具材を配置せず、一杯に詰
め込む子もいそう」、「思ったよりいっぱい入るこ
とに驚いた」、「ホワイトボードが近いからどう入
れたらいいのかわからない」、「お弁当の具の向き
を変えたいができない」等があげられた。
①-2　“Put‌the‌Food‌into‌a‌Candy‌House”
　続いて、電子黒板用素材「お菓子の家」を使用
した。教員から、さまざまなお菓子が作中に登場
するThe Very Hungry Caterpillar（『はらぺこあお
むし』）が参考資料として提供された。
　①-1と同様に、学生が自由にお菓子の家に具材
を入れていったが、配置の仕方に個性が出ており、
学生Aは具材の三色だんごを煙突に見立てて配置し
ていた（図３）。
　このような個性的な配置をした児童がいた場
合は、“great！”、“amazing！” などとコメントす
るとよいと思われる。その他、学生Aから、「one 
macaroon, two macaroons…と数を言ったり、色を
学生C～E）］
　　　　①、②ともに児童教育学科教員１名
　　　　図書館職員　１名
①　電子黒板用フリー素材を用いた実践
　１回目の実践では電子黒板ソフト（e-黒板販売：
内田洋行）と、フリーの電子黒板用素材（お弁当箱・
お菓子の家）を用いた。
　まず、教員から参加学生に対して、「なぜ、今
回、電子黒板を使った小学校英語教育について、
一緒に考えてもらう機会を設定したのか」につい
て、今後の小学校英語教育の流れ（平成32年度に５、
６年生では教科化、３、４年生では外国語活動と
して導入される）と、学校現場では電子黒板など、
新しい技術の活用が要求されていることを中心に
実践目的について説明があった。
①-1　“Put‌the‌Food‌into‌the‌Lunch‌Box”
　はじめに、電子黒板用素材「お弁当箱」を使用
した。この電子黒板用素材は、お弁当の具材を付
属の電子ペンで自由に動かすことができ、オリジ
ナルのお弁当を作ることができる。この実践は『子
ども英語ジャーナル』（アルク，2011）掲載の「お
弁当詰めてピクニック」を参考にした。
　学生が自由にお弁当箱に具材を入れていき（図
２）、その上で実際に小学校英語の授業で、この電
子黒板用素材を使って授業を行う場合、英語でど
のように児童に問いかけるのがいいのか、またど
ういった工夫ができるのかを学生たちに考えても
らった。
　まず学生Aから、「お弁当箱に具材を入れる時に
ただ入れるのではなく、英語を言いながら入れる
のがいいのではないか。そうすればお弁当の具材
を示す英単語が定着するのではないか」という意
見が出された。
　続いて、教員から問いかけの例文として “What’s 
this?”、“What food do you like？” 等が示され、学
（図２）
（図３）
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もらった。
　続いて、学生たちに小学校英語の「教科化」に
ついて、「どの位知っているか」を尋ねた。３名と
も小学校教諭を志していることから、小学校教育
をめぐる最新の話題について意識的に情報を収集
しており、小学校英語の教科化や早期化、段階的
な移行について、概ね理解しており、概要を説明
できた。
②-2　チャンツについて
　次に今回行う「チャンツ」について、教員から
プリントが配布され、簡単な説明があった。まず
学生たち自身に「bananaチャンツ」を視聴しても
らい、16個ある英単語のアクセントを１つずつ確
認させた上で、音楽にあわせて「bananaチャンツ」
を実際に行った。
　文部科学省の『小学校学習指導要領解説　外国
語活動編』（2008）では「実際に英語で歌ったりチャ
ンツをしたりすることを通して，英語特有のリズ
ムやイントネーションを体得することにより、児
童が日本語と英語との音声面等の違いに気付くこ
とになる」とあるように、授業内での英語の歌や
チャンツの活用が推奨されており、学校現場での
導入も進んでいる。そこで学生たちに「なぜ授業
内にチャンツを行うことが推奨されているのか」
について、自分なりの考えを述べてもらった。
　学生たちからは「反射的に言うから、体にしみ
つきやすい」、「身体的な活動だと思う。体で覚え
ることができる」、「教材として使いやすいと思う」、
「リズムにのって、発語するので覚えやすい」、「み
んなで言うので、ネイティブに近い発音をするこ
とに対しての気恥ずかしさがなくなる」などの意
見が出された。
②-3　bananaチャンツを使ったレッスンプラン
　続いて、学生たちに「bananaチャンツ」はどの
学年に使うのがよいと思うかを尋ねた。個別の発
言後、「使用するなら、英語の授業をすでに受けて
おり、英語をある程度理解していないと難しいと
思う。使うなら、３年生の後半か４年生への使用
がよいのでは」との意見で一致した。
　次に「bananaチャンツ」を授業に使う場合、ど
のような授業プランが考えられるかを考えても
らった。
　まず学生Dからは以下のようなプランが提示され
た。
① バナナの絵をあらかじめ黒板（あるいは壁面）
に貼っておき、「これは何かな？」と児童に問い
言って入れていくのがいいのではないか」という
案が出された。
　また「お菓子の家」の具材の中には下図のよう
なものがあった。
　この絵を見た時の感じ方には個人差があるよう
で、学生Bから、「トッポ（商品名）のいちご味に
見える。これはtoppo, strawberry flavor！」と声が
あがり、参加メンバーから思わず笑いが出るなど、
場が盛り上がった。正しくは “cigarette cookies” 
であると思われるが、英語でどう表現するかを考
えることに意義があるので、教える側は児童が考
えた英語表現を尊重するようなコメントをすると
よいのではないかと考えられる。
　その他、学生の感想では「日本語が混ざっても
親しみやすさがあった方がいい」、「クラス全員に
電子黒板用素材のお弁当箱、お菓子の家を体験し
てもらう場合、１クラス20～30人いた場合は順番
待ちがでてしまう。その対応をどうするかが課題
なのでは」「（電子黒板を使ってみて）動かすのが
難しい」等があげられた。
②　デジタル版bananaチャンツを使った実践
　２回目の実践では、電子黒板を活用した「チャ
ンツ」を行うため、電子黒板上で使用が可能なデ
ジタル版のチャンツ「デジタル版バナナじゃなく
てbananaチャンツ（製作：mpi, 販売：内田洋行）（以
下「bananaチャンツ」）を使用した。
　「bananaチャンツ」は音楽にのって楽しみながら、
英語特有の音やアクセントを習得することを目的
として作られた教材ソフトで、身近にあるカタカ
ナ語をリズムにのって発音するチャンツができる。
　この「bananaチャンツ」には英語を楽しく学ぶ
ためのさまざまなメニューが設定されており、そ
の機能を学生たちに体験してもらい、教育現場で
使用するなら、どのような活用ができるかを考え
てもらった。
②-1　自己紹介
　最初に、参加学生による簡単な自己紹介からス
タートした。参加学生３名は全員、教職課程を履
修しており、小学校での教育実習の経験があった。
その為、実習校でのICT機器導入の状況、どのよう
な英語教育が行われていたかもあわせて紹介して
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にカタカナ英語、右に英単語を書いてもらった（図
４）。学生たちは、リズムにのりやすく、児童にわ
かりやすい単語を考え、カタカナ英語と英単語を
書きいれていった。
　また、１回目の実践で使用したお弁当の具やお
菓子を紙に印刷し、素材として紹介したところ、
それら（トマトとソーセージ）も、活用したチャ
ンツを完成させていた（図５、図６）。
　その後、学生たちが書いた単語を使って、実際
にチャンツを行った。この「自分で作ってみよう
チャンツ」では既存のチャンツとは違った楽しさ
があった。
②-5　bananaチャンツの活用アイディア
　その他、学生Eから「bananaチャンツ」のメニュー
の中でカラオケチャンツを活用したアイディアが
出された。
　「bananaチャンツ」では、チャンツ音声、カラオ
ケ音声に加え、英語の部分だけカラオケの音声に
する、等の音声選択が可能である。この音声選択
かける。
② 児童たちから、「バナナ!」と反応が返ってくれば、
「違うよ、バナナじゃなくてbanana」（よりネイ
ティブの発音に近い発音）と答える。
③ 児童たちから「なぜこんなことをやるのか？」
という質問がでたタイミングで「bananaチャン
ツ」を紹介して使用する。
　学生Eからは電子黒板の使用を念頭に入れつつ、
アクセントの習得に有効であると思われるプラン
が提示された。
①まず「bananaチャンツ」を実施する。
② 続いて電子黒板上に、下図のようなバナナの絵
と「banana」の文字を表示する。
ⓑⓐⓝⓐⓝⓐ
③ 「bananaの発音のうち、どこが強かった？」と
児童に質問し、強いと思ったところに電子ペン
でアクセント記号を書いてもらう。
ⓑⓐⓝⓐⓝⓐ
④ 「bananaチャンツ」に登場するゼリーやチョコ
レート等についても同じように、絵と文字を画
面表示し、アクセントを書いてもらう。
　また、このプランを実施するならば、予めクラ
スをグループに分けておき、グループで一緒に単
語のアクセントを考えてもらうと、グループワー
クにもなると思うとのことであった。
②-4　‌bananaチャンツを使ったレッスンプラン（応
用編）
　「bananaチャンツ」には「自分で作ってみようチャ
ンツ」というメニューがある。画面中央にバナナ
のキャラクターが配置され、画面の左部分にカタ
カナ英語を、右部分に英単語をそれぞれ書き込む
ことができ、その画面を見ながら、自分たちで好
きなようにチャンツができる応用編のチャンツで
ある。この「自分で作ってみようチャンツ」は電
子黒板の機能をいかしたメニューであるといえる。
　まず学生たちに、付属の電子ペンを使って、左
（図４）
（図５）
（図６）
▼
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　小学校での学級では、30～40人程度の児童数を
想定する必要があるだろう。その場合、参加した
学生が述べていたように、多くの児童がやりたが
ることを前提に、授業運営を考える必要がある。
たとえば、お弁当と素材に英単語を付した紙媒体
のワークシートを配布して、班ごとに一つのお弁
当を作成する、紙面に作成したお弁当案をもとに、
電子ペンで電子黒板上のお弁当箱に詰める、各班
のお弁当を映像で記録していくなど、全員が授業
に能動的に参加できるような工夫が必要となるで
あろう。
　「デジタル版bananaチャンツ」を使用した実践
２は、大学の１コマの授業に組み入れることを想
定して全体を実践した。そのため、当日の約２時
間の実践では、休憩を交えながらも、①導入　②
当日の課題の説明　③課題のねらい　④学生によ
る実践　⑤小学生の外国語活動への適用を考える　
⑥課題の応用　⑦まとめ、の順に行った。
　この実践に参加した学生３名は小学校での教育
実習も終え、意欲も経験知も高かったので、主体的、
能動的に小学校での授業実践を考案することがで
きた。「子ども英語」の授業では、履修者が30名程
度であることが予測されるので、全員に電子黒板
を使用する機会を与え、主体的に学修するための
手立てが教員に求められることになる。
　今回の実践研究を通して、電子黒板ソフトを利
用した小学校における外国語の授業展開の可能性
を実感し、大学の共有財産であるラーニングコモ
ンズの重要性を改めて認識することができた。実
際の授業運営では、全員の主体的な学びにつなが
るように、さらに工夫が必要であり、今後の課題
としたい。
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（４）実践についてのまとめ
　今回行った２回の実践では、どの学生からも積
極的な意見やアイディアが出された。全員、電子
黒板やチャンツを体験するのは初めてとのこと
だったが、理解が早く、機能をすぐに使いこなし
ていた。今回の実践を通して、これからの小学校
教諭に求められる力を実践できる場を増やすこと
が大学に求められているのであれば、図書館のラー
ニングコモンズもその場になるよう、利用環境を
整備していく必要があると考えられる。
５．考察と今後の課題
　電子黒板ソフトを利用した実践１は、①お弁当
の具材をお弁当箱に詰める、②お菓子の家の内側
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　日常的に目にする食べ物やお菓子を用い、お弁
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あるので、外国語活動が始まったばかりの小学３
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　電子黒板を使用するメリットの一つは、画像保
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め、自分の意見や感想を述べていた。
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